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いうところから業務のひとつとして習慣化する可能
性が示唆された．今後は，どのように患者を夜勤者
の人数で搬送するのか，搬送しないでそのまま救援
が来るのを待つと考えた時どのような活動をしたら
良いのかなどを検討し一層思考を深められる機会を
もつ必要があると考える．今回の評価により課題が
明らかになった．よりよい看護実践と災害への意識
化や活動をイメージできる柔軟な思考を育むために
課題達成に向けて病棟全体で取り組んでいきたい．
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Ⅰ．はじめに
当院には自部署では経験できない看護技術，知識
を習得，看護の視野を広げ自己のキャリアアップを
目的とした院内留学（以下留学）制度がある．救急
病棟でも何名かの院内留学者(以下留学者)を受け入
れてきた．しかし病棟の受け入れ体制として確立し
たものはなく，また留学者にとって有意義であった
か把握出来ていなかった．そこで病棟スタッフが共
通意識のもと留学者をサポートし，スムーズな受け
入れができると共に，効果的に留学目標が達成でき
るよう院内留学パスを作成したので報告する.
Ⅱ．目　　的
救急病棟における院内留学パスの作成
Ⅲ．パス作成の過程
1．病棟教育スタッフによるパスの検討
留学者の達成目標を記入してもらい，できるだけ
目標にそって経験し，学べるようチェックリストを
活用，振り返り用紙を作成した．留学期間別に病棟
としての達成目標の目安を提示，その目標に基づき
期間別に配布資料，スケジュールを検討した．昨年
度改訂した教育ファイルを使用し，期間に応じ配布
する資料を変更した．1カ月以上の留学者には，新
人教育用のレポートを配布(提出は任意)し，提出が
あればアドバイスすることとした．期間が2週間以
上になる場合は，質問，相談がしやすいようにアド
バイザーを設けた．
2．パスの実際
 1）個人目標，病棟目標，留学期間別の配布資料，
スケジュールの目安を表記．
 2）院内留学日誌を作成し，印象に残ったケアなど
を記載してもらい，必要に応じアドバイスをする.
Ⅳ．今後の課題
パス作成後，留学者の受け入れはないが，今後看
護部の院内留学実施基準をふまえ，病棟スタッフ，
留学者の意見を聞き，変更していきたい.
Ⅴ．終わりに　
救急病棟への留学は，看護技術，知識の向上及
び，救急の特殊性を知り，集中治療を要する患者の
看護を学ぶ機会となる．重症患者のケアに不安があ
るかもしれないが，留学の経験を活かし，病棟全体
のスキルアップに繋げて欲しい．また病棟としても
留学者受け入れで他病棟での看護を知り，救急病棟
に期待される看護を再確認し，経験，知識，技術を
吸収しステップアップしていきたい．パトリシア・
ベナーは「背景に限られた知識しかない人は，経験
から学ぶために必要な道具を欠いている事になる．
同様に，そのナースが臨床状況にもって来る背景的
知識によって実践的範囲も限定されてくるだろう」１）
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